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子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）とは
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調査目的

子どもの健康に与える環境要因を解明

中心仮説･･･「胎児期から小児期にかけての化学物質曝露が、
子どもの健康に大きな影響を与えているのではないか？ 」

調査方法・規模

全国で「１０万組の親子」を対象とした出生コーホート調査

調査期間

平成２３年１月より３年間で参加者募集（平成23年8月1日出産予定の妊婦さん）。

１３年間追跡調査。

期待される成果

① 小児の健康に影響を与える環境要因の解明
② 小児の脆弱性を考慮したリスク管理体制の構築
③ 次世代の子どもが健やかに育つ環境の実現
④ ライフサイエンス分野の国際競争力の確保
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実施体制

地方自治体

協力医療機関

メディカルサポートセンター

（国立成育医療研究センター）

ユニットセンター

（大学等、全国15か所）

●地域住民への普及啓発・広報

●母子健康手帳発行窓口等による

リクルートへの協力

●法律に基づいて行政データの提供

●ユニットセンターが地域の医療機関（大学病院、

一般病院、診療所等）に協力を呼びかける

●調査対象者（妊産婦）の登録、生体試料の採取

●調査参加者のリクルートおよび13歳に達するまでの

フォローアップ

●生体試料の採取、質問票調査の実施

●個別相談窓口など参加者とのコミュニケーション

●調査における医学的支援

●アウトカムの測定に関するプロトコール

作成支援

●調査に関わる医療関係者への指導および

支援

●調査の実施

●データシステムの運営

●試料の保存、精度管理

●ユニットセンター管理・支援

●調査の企画立案

●予算の確保

環境省
厚生労働省

文部科学省

国際機関（ＷＨＯ等）、

米国等

コアセンター（国立環境研究所）連携

連携
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エコチル調査のロードマップ
2010年 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28～32

実施準備

－コホート調査実施体制の確立

リクルート期間

子どもの各成長段階のデータの収集・確定

収集した生体試料の化学分析

－各種の仮説・検証に十分な質と量のデータ及び生体試料の収集

－リクルート妊婦10万人、対象地域における妊婦人口カバー率50%

妊娠・出産時データ
の収集・確定

結果解析

遺伝子解析？

－データ確定後、逐次結果解析（調査終了後5年間の総合解析期間を含む）
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全国１５のユニットセンター約３００の協力医療機関
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エコチル調査の対象地域
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・母乳、毛髪の採取
・赤ちゃんの毛髪の採取

・出生児の健康状態を確認
・臍帯血の採取
・母親・父親 血液の採取

・ろ紙血（出生児）の採取

・質問票調査（半年ごと）
・面接調査（数年ごと）
・環境試料の採取

妊娠初期

出産時

1ヶ月時

6ヶ月から
13歳になるまで

子どもの成長発達に影響を与える環境要因を解明

分析結果

・インフォームドコンセント
・質問票調査
・妊婦血液、尿の採取

化学物質等の測定

統計学的解析

長期保存
（バンキング）妊娠中期

※１ ご協力いただける方のみ

※3

※1

※2

※２ ハサミで２つまみほどカット

調の流れ 調査の内容

※３ 一部の方
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エコチル調査の進捗
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これまでの母親（妊婦）の血液検査結果を集計してみると
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たくさんのお母さん方が参加している

 母親
同意者数－25,055名
同意率－約77%

父親
同意者数－11,069名
同意率－約92%

出産数は約1万1千名

■ 参加しているお母さんの数 25,055人（平成24年1月31日現在）

（集計中のデータがあるため、確定値ではない）
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エコチル調査の広報活動
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エコチル調査だより

エコチル調査だよりVol.1 

エコチル調査だよりVol.2 

広報活動事例（コアセンター）

雑誌掲載

初めてのたまごクラブ（2012年冬号）ビズマム（2011年冬号）

初めてのたまごクラブ（2011年春号）

広報活動事例（環境省）

サポーター登録ページ

（野口 健さん） （北野 大先生） （根本 美緒さん）

（千堂あきほさん） （ジャガー横田さん） （鴻上 久美子さん）

（日野原 重明先生）

サポーター代表 メールマガジン

広報活動事例（環境省）



ニュースレター・冊子等

北海道ユニットセンター

福島ユニットセンター

愛知ユニットセンター
富山ユニットセンター

福島ユニットセンター

ラッピングバス

駅広告・CM

兵庫ユニットセンター：CM神奈川ユニットセンター：駅広告

広報活動事例（ユニットセンタ-）

イベント

宮城ユニットセンター：ムックと
ガチャピンが幼稚園を訪問

甲信ユニットセンター：出産記
念セレモニー

千葉ユニットセンター：ボディコンディショニング講習会

福岡ユニットセンター（産業医科
大学サブユニットセンター）：すく
すく子育ちフェスタ

高知ユニットセンター：1
周年記念イベント（告知
チラシ）

ユニットセンターHP

京都ユニットセンター

兵庫ユニットセンター

南九州・沖縄ユニットセンター

大阪ユニットセンター

福岡ユニットセンター
（九州大学サブユニット

センター）

広報活動事例（ユニットセンタ-）

エコチル調査の追加調査
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追加調査の申請状況

追加調査という枠組みで、各ユニットセンターが本調査を研究プラットホームとして、
独創的なアイディアに基づく調査研究を企画することが可能

2012/2/16 現在

承認
条件付
承認

不承認 非該当 取り下げ 審査中
再審査
(修正待)

1 北海道 11 2 5 4 0 0
2 宮城 23 1 19 3 13 13
3 福島 0 － － 0
4 千葉 4 3 1 2 2
5 神奈川 4 0 2 2 － 0
6 甲信 3 3 0 0
7 富山 2 1 1 1 1
8 愛知 21 13 6 1 1 13 0
9 京都 2 1 1 1 1

10 大阪 3 1 1 1 1
11 兵庫 1 1 0
12 鳥取 2 2 1
13 高知 3 1 1 1 0
14 福岡 4 3 1 0
15 南九州・沖縄 3 3 0 0

86 3 56 0 11 5 8 3 30 19

開始課題

合計

ユニットセンター
事前審査
申請数

事前審査結果内訳
環境省

承認課題



エコチル調査の展望
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お子さん達が13歳になるまで継続してフォローアップしていく本調査は、
息の長い取り組みであり、成果の公表には時間を要するが、妊娠、出産、
子どもの成長発達に関わる多くの知見が得られて、疾病予防や福祉の向上
に寄与できると考えている。


